
会 議 録 

会議の名称 第１回第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会 

開催日時 令和４年５月１８日（水） 

午後２時００分開会・午後３時３０分閉会 

開催場所 深谷市役所 本庁舎３階 大会議室 

議長氏名 岩崎 行雄 

出席者氏名 別紙のとおり 

会議事項 １ 開会 

２ 委員委嘱 

３ あいさつ 

４ 委員紹介 

５ 委員長、副委員長選出 

６ 議事 

 【協議事項】（１）会議の公開について 

 【報告事項】（１）検討委員会の運営方法について 

（２）深谷市公共施設適正配置計画の経緯等について  

会議の経過 

(議事の要旨） 

別紙のとおり 

会議資料 資料１．第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会設置要綱 

資料２．第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会委員名簿 

資料３．第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会の公開について 

資料４．第２次深谷市公共施設適正配置計画策定の推進体制 

資料５．第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会開催日程及び協議概要 

資料６．深谷市公共施設適正配置基本方針 

資料７．深谷市公共施設白書 

資料８．深谷市公共施設等総合管理計画・深谷市公共施設適正配置計画 

資料９．第２次深谷市公共施設適正配置計画の策定について 

資料 10．深谷市公共施設データ及び解説 
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１開会 

 

２委員委嘱 

荒井 康子、飯塚 勉、飯塚 冨美男、岩崎 行雄、栗原  宏義、 

小池 良司、清水  佳子、力石  琢磨、南  絹代（敬称略） 

※飯塚 勉委員、南  絹代委員は当日欠席 

 

３あいさつ 

 小島市長よりあいさつ 

 

４委員紹介 

荒井 康子、飯塚 冨美男、岩崎 行雄、栗原  宏義、小池 良司、 

清水  佳子、力石  琢磨（敬称略） 

 

５委員長・副委員長選出 

 要綱第６条第２項の規定について、委員の過半数の出席があるため、会議

が成立している旨を報告。（委員９名中、７名の出席） 

 

 事務局一任の提案に対し、出席委員の了承をいただいた。 

 

 事務局案により、委員長に岩崎行雄委員、副委員長に清水佳子委員を推薦

し、承認をいただいた。 

 

６議事 

 要綱の規定により、委員長が議長となり議事を進行。 

 

【協議事項】 

（１）会議の公開について 

会議の公開については、要綱に定めていないため、深谷市公共施設適正配

置計画の公開について（案）（資料３）を事務局より提示、説明し、協議。 

 

会議については、原則、公開とすることで決定。 

 議長より、本会議の傍聴希望者の確認。 

 

本日の傍聴希望者は無かった旨を報告。 

 

【報告事項】 

（１）検討委員会の運営方法について 

・第２次深谷市公共施設適正配置計画策定の推進体制について（資料４） 
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・第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会開催日程及び協議概要に 

ついて（資料５） 

上記内容をそれぞれ説明。 

 

◆事務局説明に対する質疑の確認 

 

なし 

 

（２）深谷市公共施設適正配置計画の経緯等について 

・深谷市公共施設適正配置基本方針について（資料６）、深谷市公共施設白書

について（資料７）、深谷市公共施設等総合管理計画・深谷市公共施設適正配

置計画について（資料８）に対し、策定に係る経緯概略を説明し、のちほど参

照いただきたい旨を説明。 

・第２次深谷市公共施設適正配置計画の策定について（資料９）、深谷市公共

施設データ及び解説について（資料１０）により、第２次深谷市公共施設適正

配置計画策定の必要性と１次計画の実績及びこれからの人口、財政状況につ

いて説明。 

 

◆上記説明に対する質疑の確認 

 

資料９で、削減面積が６４％とあるが、１次計画の削減面積１５，６００㎡

を、１次計画１０年間の削減面積２４，４００㎡で割った率が６４％という

ことでよいか。 

 

はい。 

 

１次計画の削減面積１５，６００㎡は、いつ時点での数字か。 

 

令和４年３月３１日現在になる。なお、１次計画は令和４年度までとなる

ので、１次計画の９年間の実績となる。 

 

１０年間の計画は、あと１年あるので、削減面積が６４％より上がる可能

性は十分ある。１次計画を策定した時に、８０％位を達成すれば合格と感じ

ていたので、あと１年で８０％に届けば非常にいいと思う。ただ、残りの２

０％の積み残しは２次計画へ、さらに２次計画の積み残しが３次計画へと上

乗せになる。そうなると、一般市民からの事業の妥当性や悪い印象が、事業を

進めるうえで悪影響になるのではないかというのが感想である。 

 

 はい。 

 

資料２枚目ですが、人口の将来見通しで、平成１２年（２０００年）当時

は、深谷市の高齢化率は県、国等よりは下回っていたのが、２０４０年には県

や国を大きく上回ってくる。というこの構造は、出生率とか生産年齢人口の
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司会 

減りが、国や県の平均を上回るスピードで進み、結果的に高齢者の方の割合

が多くなるという理解でよろしいか。 

 

 はい。 

 

１次計画の削減で目玉的な要素とか、特徴的な取組を説明いただきたい。 

 

資料９の左下の表になるが、廃止については、本郷農業総合センター、岡部

多目的センターを廃止し、機能面は、岡部新岡部公民館の方へ集約。 

集約化については、南別館、教育庁舎など、外部の庁舎を新庁舎へ集約。老

人福祉センターは３施設を廃止し、もくせい館と福寿荘の２施設へ集約。保

健センターは、合併した当時の４施設を１施設に集約。 

複合化については、合併時の花園公民館と花園行政施設を複合化。岡部公

民館は、旧岡部公民館、岡部図書館、岡部支所機能を岡部公民館に複合化。 

民営化については、保育園、障害者福祉施設を民営化。 

機能移転については、先ほど集約となった保健センターのうち、１施設が

民間保育園となった。 

 

合併時特有で、いろいろ重複した施設や機能等を、１次計画の中でかなり

集約等が進められたという印象を持っている。 

大体の目立つ施設の計画が進んだため、これからの２次計画は、客観的に

見て、先を進めて行くのは非常にハードルが高いものなのか。また、重複する

施設や機能が、まだまだあるのか教えていただきたい。 

 

 まだ重複している施設というのも当然ある。今回は地域に密着するような

施設も対象となってくる。 

 

 了解した。その辺を踏まえて検討して行きたいと思う。 

 

 よろしくお願いします。 

 

 以上で、本日の議事はすべて終了した。議長の職を解かせていただく。 

 

７その他 

 第２回の会議日程について 

 日時 令和４年７月５日（火）午後２時００分から 

 場所 深谷市役所 本庁舎３階 大会議室 

 で開催。 

 

８閉会 

 以上をもって、第１回第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会を終

了とする。 
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第１回第２次深谷市公共施設適正配置計画検討委員会出席者名簿 

 

 【出席委員】 

   荒井 康子 委員 

   飯塚 冨美男 委員 

   岩崎 行雄 委員 

   栗原 宏義 委員 

   小池 良司 委員 

   清水 佳子 委員 

   力石 琢磨 委員 

   以上７名。 

 

 【欠席委員】 

   飯塚 勉 委員 

   南 絹代 委員 

   以上２名 

 

 【事務局】 

   吉岡 和弘（企画財政部長） 

前野 武一（企画財政部次長兼ＩＣＴ推進室長） 

及川 勝隆（企画財政部次長兼財政課長） 

韮塚 貴光（企画財政部公共施設改革推進室長） 

大野 忠憲（企画財政部公共施設改革推進室長補佐兼公共施設改革推進係長） 

小暮 悟史（企画財政部公共施設改革推進室） 

橋本 裕子（企画財政部公共施設改革推進室） 


